
同
志
社
大
学
国
文
学
会
ｏ
報

一
九
八
九
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
新
入
生
歓
迎
会
Ｖ
　
四
月
十
日
　
新
島
会
館

く
国
文
学
会
総
会
及
び
研
究
発
表
会
Ｖ
　
七
月
二
日
　
本
学
至
誠
館
会
議
室

　
・
総
会

　
・
研
究
発
表
会

　
　
「
『
太
平
記
補
閥
』
小
考
」

　
　
　
　
　
　
　
田
中
正
人
氏
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
生
）

　
　
「
『
京
都
お
伽
倶
楽
部
』
発
足
前
後
」

　
　
　
　
　
　
　
宮
本
正
章
氏
（
大
阪
府
立
箕
面
高
等
学
校
教
諭
）

〈
講
演
会
Ｖ
　
＋
二
月
士
二
日
　
本
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

　
　
「
紫
式
部
と
源
氏
物
語
」

　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
浩
先
生
（
本
学
名
誉
教
授
）

〈
同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
報
十
七
号
Ｖ
　
三
月
十
日
発
行

く
同
志
杜
国
文
学
三
士
二
号
Ｖ
　
三
月
二
十
日
発
行

一
九
八
九
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
一

洋

『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
ウ
ケ
ヒ
」
の
意
義

　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ
の
造
型
に
お
け
る
「
ウ
ケ
ヒ
」
の
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
本

呪
術
考

　
　
　
古
事
記
に
お
け
る
表
現
と
呪
術
の
問
題
　
　
　
東
　
野

『
古
事
記
』
に
み
ら
れ
る
「
殺
し
」
の
古
層

　
　
　
オ
ホ
ゲ
ツ
ヒ
メ
神
話
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
関
　
口

万
葉
集
「
行
路
死
人
歌
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

『
万
葉
集
』
巻
十
三
論

　
　
　
相
聞
・
問
答
長
歌
を
手
掛
か
り
と
し
て
　
　
　
勝
　
見

万
葉
集
の
問
答
歌
に
つ
い
て
　
　
問
答
の
意
義
　
　
　
落
　
合

万
葉
の
風

　
　
　
秋
風
を
中
心
に
季
節
感
を
考
え
る
　
　
　
　
　
杉
　
村

「
万
葉
集
　
巻
十
一
・
十
二
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
角

『
風
土
記
』
に
お
い
て
浦
島
子
伝
承
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷

『
万
葉
集
』
の
「
詠
何
」
歌

　
　
　
天
平
勝
宝
二
年
家
持
歌
を
中
心
と
し
て
　
　
　
山
　
中

『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
の
構
造

　
　
　
夕
顔
怪
死
事
件
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
大
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五

浩
　
司

敦
　
司

和
　
哉

佐
奈
子

昌
　
浩

　
　
芳

陽
　
子

恵
　
子

知
　
子

節
　
子

美
　
和



『
大
鏡
』
に
お
け
る
「
大
臣
の
つ
づ
き
」
と
い
う
方
法
橋

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
植
物
呼
称
の
は
た
ら
き

　
　
　
「
夕
顔
」
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

呼
称
か
ら
み
た
『
源
氏
物
語
』
の
表
現
の
特
徴

　
　
　
「
こ
の
君
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
意
義
　
　
　
桑

『
源
氏
物
語
』
若
菜
巻
の
方
法

本
　
享

詰

子

千
　
栄

原
　
も
と
子

　
　
　
照
応
す
る
系
図
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
肇
　
重

『
源
氏
物
語
』
に
み
ら
れ
る
「
さ
る
は
」
の
は
た
ら
き

　
　
　
石
川
説
の
検
討
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
　
若
　
松
　
栄

『
竹
取
物
語
』
に
お
け
る
笑
い
と
そ
の
意
味
　
　
　
　
徐
　
　
　
徳
　
明

「
安
騎
野
従
駕
歌
」
に
見
え
る
「
短
歌
」
の
意
義

　
　
　
人
麻
呂
作
歌
の
分
析
を
通
し
て
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
江
　
理

『
竹
取
物
語
』
に
お
け
る
愛
情
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
黒
　
木
　
周
　
士

『
伊
勢
物
語
』
の
方
法

　
　
　
『
大
和
物
語
』
と
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
西
　
村
　
智
　
秀

『
竹
取
物
語
』
に
お
け
る
求
婚
難
題
の
役
割
と
必
要
性
山
　
本
　
智
　
史

『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
地
名

　
　
　
『
伊
勢
物
語
』
の
歌
と
地
名
と
の
関
係
　
　
　
安
　
若
　
直
　
樹

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
清
盛
像
造
型
　
　
　
　
　
藤
　
木
　
　
　
薫

『
平
家
物
語
』
の
語
り
と
し
て
の
文
芸
的
成
長
　
　
　
浜
　
辺
　
尚
　
士

六
六

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
笑
い

　
　
　
死
の
認
識
と
の
関
連

作
品
研
究
　
謡
曲
『
舎
利
』

　
　
　
そ
の
成
立
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て

平
家
の
女
性
た
ち

　
　
　
『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
の
建
礼
門
院
を
中
心
に

平
　
井

朋

五
十
川
　
陽

子子

『
平
家
物
語
』
砥
王
説
話
に
お
け
る
女
性
像

『
平
家
物
語
』
の
千
手
を
め
ぐ
っ
て

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
兼
好
の
思
想

　
　
　
美
意
識
を
中
心
に

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
編
者
の
視
点

近
世
に
お
け
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
享
受

『
平
家
物
語
』
と
琵
琶
法
師

　
　
　
そ
の
宗
教
的
結
び
付
き
に
っ
い
て

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
重
衡
像
に
っ
い
て

『
神
道
集
』
巻
九
「
北
野
天
神
事
」
の
特
質

　
　
　
『
太
平
記
』
な
ど
と
の
比
較
か
ら

『
今
昔
物
語
集
』
の
性
表
現

　
　
　
「
愛
欲
ノ
心
厳
シ
テ
」
を
め
ぐ
っ
て

川
　
端
　
照
　
代

木
　
村
　
仁
　
美

熊
　
田
　
恭
　
子

前長中奥大

１■』１川田本前

知真景花

代弓子子徹

菅
　
　
　
理
恵
子

山

添

哲
　
也



『
平
家
物
語
』
覚
一
本
の
語
り
の
偏
向

　
　
　
瀬
尾
、
難
波
謹
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
片
　
岡
嘉
　
子

黄
表
紙
に
お
け
る
パ
ロ
デ
ィ
化
の
構
造

　
　
　
「
無
問
の
鐘
」
を
通
し
て
　
　
　
　
芦
澤
　
郁

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
け
る
悪
女
の
思
想

　
　
　
船
虫
の
造
型
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
入
　
江
　
泰
　
子

『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
お
岩
像
に
つ
い
て

　
　
　
南
北
作
品
の
幽
霊
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
入
　
江
由
紀
子

近
世
初
期
に
お
け
る
「
小
栗
物
」
の
展
開

　
　
　
「
延
宝
三
年
板
」
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
　
石
　
田
　
小
百
合

『
傾
城
吉
岡
染
』
の
浄
瑠
璃
史
的
意
義

　
　
　
そ
の
歌
舞
伎
色
と
石
川
五
右
衛
門
物
と
し
て
の
位
置
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
川
　
敬
　
子

『
世
聞
胸
算
用
』
を
通
し
て
み
ら
れ
る
教
訓
の
意
義
と
特
質

　
　
　
西
鶴
作
品
全
体
を
通
し
て
　
　
　
　
森
山
陽
子

『
御
伽
物
語
』
の
文
学
的
位
置
に
つ
い
て
の
試
論
　
　
中
森
千
聡

『
世
問
胸
算
用
』
「
平
太
郎
殿
」
の
構
想

　
　
　
西
鶴
の
複
眼
的
視
点
を
め
く
っ
て
　
　
　
　
　
西
　
沼
　
美
奈
子

『
好
色
一
代
男
』
論

　
　
　
最
終
章
、
女
護
の
島
渡
り
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
高
　
原
　
睦
　
子

『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
の
演
劇
史
的
意
義

　
　
　
「
与
作
物
」
の
展
開
に
即
し
て
　
　
　
　
　
　
和
　
田
　
真
　
希

『
嵐
無
常
物
語
』
下
の
三
の
特
質

　
　
　
西
鶴
の
女
性
像
と
追
善
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
中
　
睦
　
子

『
日
本
永
代
蔵
』
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
　
そ
の
研
究
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
谷
　
智
　
之

滑
稽
本
『
浮
世
風
呂
』

　
　
　
登
場
人
物
と
各
場
面
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
柳
　
本
　
和
　
紀

西
鶴
作
晶
と
諸
芸
能
の
考
察

　
　
　
主
に
雑
芸
能
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
　
　
俣
野
幸
子

『
日
本
永
代
蔵
』
の
矛
盾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
本
　
有
里
子

『
三
七
全
伝
南
河
夢
』
論

　
　
　
先
行
作
品
と
の
比
較
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
石
　
原
　
美
　
希

『
武
道
伝
来
記
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
納
　
善
三
郎

『
曽
根
崎
心
中
』
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
和
　
将

『
好
色
五
人
女
』
巻
一
「
姿
姫
路
清
十
郎
物
語
」
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
井
　
大
　
計

『
桜
姫
東
文
章
』
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
村
　
奈
緒
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



『
好
色
五
人
女
』

　
　
　
巻
三
「
中
段
に
見
る
暦
屋
物
語
」

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
池
　
真
　
理

『
曽
根
崎
心
中
』
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
坪
　
典
里
子

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
つ
い
て

　
　
　
三
つ
の
死
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
松
繁
由
紀

河
竹
黙
阿
弥
の
七
五
調
科
白
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
宮
　
　
　
朋
　
子

「
菊
花
の
約
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
本
　
善
　
文

”
北
の
国
か
ら
”
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
作
品
の
分
析
と
特
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
田
　
友
　
子

『
雨
月
物
語
』
の
女
性

　
　
　
宮
木
と
磯
良
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
　
田
　
恵
　
子

『
好
色
五
人
女
』
巻
一
「
姿
姫
路
清
十
郎
物
語
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
真
己
子

井
原
西
鶴
『
武
道
伝
来
記
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
西
　
田
　
淳
　
也

『
曽
根
崎
心
中
』
「
観
音
廻
り
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
西
　
川
　
弘
　
美

『
好
色
一
代
男
』
描
か
れ
た
女
性
像
と
世
之
介
設
定
の
意
図
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
村
　
明
　
子

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
歌
枕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
田
　
佳
　
子

「
浅
茅
が
宿
」
私
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
村
　
幸
　
代

六
八

『
好
色
五
人
女
』
「
姿
姫
路
清
十
郎
物
語
」
の
研
究

『
曽
根
崎
心
中
』
の
人
物
及
び
場
面
の
展
開

『
曽
根
崎
心
中
』
研
究

『
源
義
経
将
棊
経
』
に
つ
い
て

『
日
本
永
代
蔵
』
の
二
つ
の
矛
盾
に
つ
い
て

芭
蕉
古
池
伝
説
を
め
ぐ
っ
て

謡
曲
の
文
学
的
価
値

　
　
　
イ
ェ
イ
ツ
に
よ
る
指
摘
を
め
ぐ
っ
て

『
曽
根
崎
心
中
』

　
　
　
観
音
廻
り
の
重
要
性

近
松
浄
瑠
璃
と
そ
の
周
辺

　
　
　
近
松
の
「
卓
越
性
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

黒
沢
明
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー

太
宰
治
『
駈
込
み
訴
へ
』
論

『
わ
か
れ
道
』
論

夏
目
漱
石
『
そ
れ
か
ら
』
論

　
　
　
作
品
に
於
け
る
恋
愛
の
位
置
づ
け
ー
１

『
坊
つ
ち
や
ん
』
論

『
三
四
郎
』
論

　
　
　
「
田
舎
者
」
に
つ
い
て

大沢園丹植上吉

倉田波田野ＩＩＪ

山
　
田

中横藤舟木栗

１川山原橋戸本
省
　
人

一
　
成

智
也
子

直
　
美

愛
　
子

佳
代
子

有
智
子

雅
　
文

久一理澄

タ
ー
止
早

口矛

公真賀美子美

松
　
島
　
裕
　
之



太
宰
治
・
『
新
郎
』
『
十
二
月
八
旦
の
周
辺

『
春
琴
抄
』
　
　
語
り
の
構
造

『
そ
れ
か
ら
』
論

　
　
　
「
高
等
遊
民
」
を
め
ぐ
っ
て

『
猫
と
庄
造
と
二
人
の
を
ん
な
』
論

岡
本
か
の
子
『
鮨
』
論

　
　
　
鮨
に
通
う
「
い
の
ち
」

『
暗
夜
行
路
』
に
お
け
る
「
空
間
の
問
題
」

新
美
南
吉
の
「
心
の
疎
通
」
の
問
題

　
　
　
「
久
助
君
も
の
」
を
め
ぐ
っ
て

『
少
年
』
論

『
仮
面
の
告
畠
論

江
戸
川
乱
歩
『
孤
島
の
鬼
』
論

『
風
の
又
三
郎
』
論

京
都
時
代
の
菊
地
寛
と
『
無
名
作
家
の
日
記
』

木
下
順
二
『
夕
鶴
』
に
つ
い
て

　
　
　
原
話
「
鶴
女
房
」
か
ら
の
改
変

『
非
色
』
論

　
　
　
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
・
プ
ロ
ブ
レ
ム

　
　
　
少
数
民
族
問
題
と
変
容
す
る
母
性

水尾高若

　
　
吉

ゾ
ペ
テ
ィ

　
　
　
安

　
　
　
福

　
　
　
花

　
　
　
林

　
　
　
広

に
つ
い
て

　
　
　
堀

樺楠

本崎野井寸ヰ
■

藤治光

玲裕

子子

美
代
子

万
里
子

　
栄
　
美

デ
ビ
ッ
ト

延
　
明

督
　
浩

勘
　
司

由
香
里

一
　
実

井
　
真

生

井
　
裕
美
子

本
　
陽

子

『
痴
人
の
愛
』
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
尾
　
哲
　
治

谷
崎
潤
一
郎
の
『
武
州
公
秘
話
』

　
　
　
大
衆
文
学
を
通
っ
て
『
春
琴
抄
』
へ
　
　
関
戸
智
行

『
春
昼
』
『
春
昼
後
刻
』
論

　
　
　
幻
想
の
成
立
　
　
　
　
　
　
嶋
田
純
子

芥
川
龍
之
介
『
蜘
蛛
の
糸
』
論

　
　
　
童
話
に
見
ら
れ
る
我
欲
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
島
　
山

祥

子

堀
辰
雄
の
『
春
』
論

　
　
　
『
風
立
ち
ぬ
』
の
中
の
一
章
と
し
て
　
吉
井
孝

谷
崎
潤
一
郎
初
期
文
学
に
お
け
る
一
考
察

　
　
　
『
刺
青
』
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
井
　
奈
緒
子

『
木
の
都
』

　
　
　
織
田
作
の
虚
構
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
尾
　
多
　
一

『
駈
込
み
訴
へ
』
論
　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
義
則

天
人
五
衰
論
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷
潤
一

芥
川
龍
之
介
の
文
学
に
お
け
る
童
話
　
　
　
　
　
　
淡
　
野
　
康
　
子

二
葉
亭
訳
『
あ
ひ
び
き
』
に
見
ら
れ
る
欧
文
脈
の
現
代
口
語
文
へ
の
定
着

　
　
　
米
川
正
夫
訳
と
の
対
照
比
較
か
ら
　
　
　
　
　
秋
　
山
　
洋
　
也

色
彩
形
容
詞
の
日
英
対
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
田
　
慶
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



「
国
字
」
の
歴
史
と
現
在
の
位
置
に
つ
い
て
　
　
　
　
長
谷
部
　
京
　
子

オ
ノ
マ
ト
ペ
と
一
般
的
な
一
言
語
記
号
と
の
違
い
　
　
　
井
　
口
　
昌
　
子

「
恋
ふ
」
と
「
慕
ふ
」
と

　
　
　
愛
情
表
現
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
黒
　
川
　
　
　
優

味
覚
表
現
語
の
語
義
と
分
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
尾
　
泰
　
美

現
代
広
告
用
語
の
特
徴
と
傾
向

　
　
　
広
告
・
コ
ピ
ー
を
中
心
に
　
　
　
　
宮
本
吏
子

対
称
代
名
詞
「
お
の
れ
」
に
つ
い
て

　
　
　
中
世
・
軍
記
物
語
を
中
心
に
　
　
　
水
谷
香
里

複
合
動
詞
の
名
詞
化
に
つ
い
て

　
　
　
Ｖ
＋
Ｖ
タ
イ
プ
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
御
門
　
希
実
子

恋
歌
に
お
け
る
男
女
間
の
呼
称

　
　
　
万
葉
集
・
古
今
和
歌
集
の
用
例
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
尾
　
由
　
佳

京
都
市
に
お
け
る
店
名
の
傾
向
と
店
名
に
発
揮
さ
れ
る
表
示
性
、
表
現
性

に
つ
い
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
村
　
健
　
ニ

カ
レ
　
　
　
カ
ノ
ジ
ヨ

「
彼
」
「
彼
女
」
の
沿
革
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
明
治
期
小
説
の
用
例
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
大
　
浦
　
真
　
紀

雑
誌
名
に
お
け
る
命
名
の
志
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
　
野
　
聖
　
子

『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
拝
流
記
資
材
帳
』
と
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
と
に

　
お
け
る
和
漢
の
混
清
に
つ
い
て

一
九
八
九
年
度
修
士
論
文
題
目

　
韓
日
語
り
物
文
芸
に
お
け
る
物
揃
え

　
　
　
　
　
『
春
香
伝
』
と
『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』

七
〇

と
の
比
較

長
　
野

智
　
美

『
諸
葛
孔
明
鼎
軍
談
』
論

　
　
　
竹
田
出
雲
の
創
作
態
度

木
下
順
二
の
民
話
劇
『
夕
鶴
』
を
め
ぐ
っ
て

日
・
韓
天
地
創
造
神
話
の
比
較
考
察

　
　
　
記
紀
神
話
と
韓
国
の
巫
俗
神
話
を
中
心
に

『
日
本
書
紀
』
地
名
起
源
記
事
考

　
　
　
史
書
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
方
法
と
論
理

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
神
話
の
構
造

　
　
　
韓
国
神
話
と
の
比
較

「
近
世
初
期
に
於
け
る
女
訓
物
の
成
立
に
っ
い
て
」

小
杉
天
外
に
お
け
る
ゾ
ラ
イ
ズ
ム
の
移
入

　
　
　
初
期
作
品
を
め
ぐ
っ
て

『
心
中
宵
庚
申
』
の
方
法

邊渡徐金根鄭河今白

邊■－１合野瀬

恩
　
田

め
ぐ
み

影
　
陽

鉱
　
揚

幸
　
男

乗
　
淳

祐
　
子

ゆ
か
り

浩
　
司
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